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インターネットによって、マーケティングはどう変わるか 

（消費者行動論的視点から） 

慶應義塾商学部小野晃典研究会 第 1期生 井川倫士 

 

 
１． M o t i v a t i o n  
現在日本経済は、まるで戦後の焼け野原のようであると形容されるほどの未曾有の経済

不況に立たされている。その中で経済回復を促すひとつの方法として、新しいマーケティ

ング理論、モデルを編み出すことで多くの企業利潤を増大させることで経済に寄与してい

こうと考えた。では、その中で特に注意すべきところは事業計画を実行した際の分析（SEE）

の部分の強化なのではないか。つまり、マーケティング戦略立案の際に「PLAN-DO-SEE」

の順で行いそれを繰り返すとされているが、近年インターネットマーケィングの重要性が

叫ばれている中で、実際この分野の研究があまり進んでいないことを考慮してもらいたい。

さらに、これまで分析の際に行われていた、リサーチの方法をインターネットという技術

はコストの削減、時間の削減をすることができるという意味でもその可能性が示唆される

であろう。以上の点から本論文では、インターネットの普及によってマーケティングがど

う変化していくか、特に 4Pの中で PLACEと PROMOTIONの部分に特化して話を進めて

いきたい。さらにその前段階としてインターネットによってファッションダイナミズムは

どう変化していくのかを考えてみたい。 

 

 

２． 本論文構成 
① ―――m o t i v a t i o n （研究目的：問題意識の明確化）  

② ―――h i s t o r y（既存研究のレビュー）  

③ ―――b o d y (本論）  

④ ―――c o n c l u s i o n  

 

 

３． 本論文内容 
①では簡単に、これまでのマーケティング論の変遷を述べて、次にこれまでのファッショ

ンやハワードシェスモデル、そして流通論における三つの財の区別に触れていく。そのな

かでも、以下のようなもの理論を援用して、その後の③において独自の論理を展開しつつ、

結論を導いていく。 
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■図―――1 

ファッションの流れに関する 3 つのモデル 

 

 

 

 

 

 

独自の理論として以下の図２のようなものを考えて広告論にまで発展できればと考えてい

る。 

 

 図――――2 

ファッションの流れに関する新しいモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 仮説予定 
現在は以下のような方向性を模索している。 

１、ハワードシェスモデルがインターネットを介しての購買行動によって変化しないか。 

２、3 つの財、最寄品、買回品、専門品という区別がインターネットによって変化しないか。 

３、インターネットを使うことによって、特に SP分野の発展が起こりそれによって、リサ

ーチ方法が大きく変化するのではないか。 
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５． 今後の方針 
はっきりいってまだまだ論文を各段階ではない。というのも文献を読んでいる本数がまっ

たく足らないので、アイディアは浮かんできてもどういったフレームワークを使うことで

論理的説得力をもたせるのか皆目見当がつかないからだ。そこで以下のようなすスケジュ

ールで今後卒論研究を進めていく。 

5 月 小野先生の書かれた論文を読む。 

基礎文献を読む。 

9 月 必要文献を探しながら論文執筆 

6 月 基礎文献を読み終える 

学会誌を読む。（ジャーナルオブ…） 

10 月 HP上にてデータを集める 

7 月 学会誌を読みながら、仮説の設計 

 

11 月 サスをまわす 

8 月 論文執筆開始 

 

12 月 論文執筆を終え、推敲を重ねる 
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